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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ｃ）少なくとも二つのオキシランもしくはオキセタン基を含有するオキシランもしくは
オキセタン化合物と
ｄ）式：Ｎ（Ｈ）（Ｒ１）Ｒ２Ｓｉ（ＯＲ３）３－ａ－ｂ－ｃ（ＯＲ４）ａ（Ｒ５Ｓｉ（
ＯＲ６）ｄ（Ｒ７）ｅ）ｂＲ８

ｃ

〔式中、Ｒ１は、Ｈ、または１から２０個の炭素原子からなる、一価の炭化水素ラジカル
からなる群より選択され；
Ｒ２は、１から６０個の炭素からなる、二価の、直鎖のもしくは分岐の炭化水素ラジカル
からなる群より選択され；
Ｒ４は３から２００個の炭素原子を含有する炭化水素ラジカルであり；
Ｒ５は、酸素、または１から６０個の炭素からなる、二価の、直鎖のもしくは分岐の炭化
水素ラジカルからなる群より選択され；
Ｒ３、Ｒ６、Ｒ７およびＲ８はそれぞれ、１から２００個の炭素原子を持つ一価の、直鎖
のもしくは分岐の炭化水素ラジカルからなる群より独立して選択され；
下付文字ｂはゼロもしくは正の数字であり、そして０から３の範囲の値を持ち；
下付文字ａおよびｃはゼロもしくは正であり、そして０から３の範囲の値を持ち、ただし
（ａ＋ｂ＋ｃ）≦３という限定に従い；
下付文字ｄおよびｅはゼロもしくは正であり、そして０から３の範囲の値を持ち、ただし
（ｄ＋ｅ）≦３という限定に従う〕を持つアミノシラン
との反応産物を含有する組成物によって処理された、処理された布。
【請求項２】
　前記オキシランもしくはオキセタン化合物がシロキサン、炭化水素およびポリエーテル
からなる群より選択される、請求項１に記載の処理された布。
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【請求項３】
　前記オキシランもしくはオキセタン化合物が、式：
ＭｆＭＥ

ｈＭＰＥ
ｉＭＨ

ｊＤｋＤＥ
ｌＤＰＥ

ｍＤＨ
ｎＴｏＴＥ

ｐＴＰＥ
ｑＴＨ

ｒＱｓ

〔式中、
Ｍ＝Ｒ９Ｒ１０Ｒ１１ＳｉＯ１／２；
ＭＨ＝Ｒ１２Ｒ１３ＨＳｉＯ１／２；
ＭＰＥ＝Ｒ１２Ｒ１３（－ＣＨ２ＣＨ（Ｒ１４）（Ｒ１５）ｔＯ（Ｒ１６）ｕ（Ｃ２Ｈ４

Ｏ）ｖ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｗ（Ｃ４Ｈ８Ｏ）ｘＲ１７）ＳｉＯ１／２；
ＭＥ＝Ｒ１２Ｒ１３（ＲＥ）ＳｉＯ１／２；
Ｄ＝Ｒ１８Ｒ１９ＳｉＯ２／２；
ＤＨ＝Ｒ２０ＨＳｉＯ２／２；
ＤＰＥ＝Ｒ２０（－ＣＨ２ＣＨ（Ｒ１４）（Ｒ１５）ｔＯ（Ｒ１６）ｕ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｖ

（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｗ（Ｃ４Ｈ８Ｏ）ｘＲ１７）ＳｉＯ２／２；
ＤＥ＝Ｒ２０ＲＥＳｉＯ２／２；
Ｔ＝Ｒ２１ＳｉＯ３／２；
ＴＨ＝ＨＳｉＯ３／２；
ＴＰＥ＝（－ＣＨ２ＣＨ（Ｒ１４）（Ｒ１５）ｔＯ（Ｒ１６）ｕ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｖ（Ｃ３

Ｈ６Ｏ）ｗ（Ｃ４Ｈ８Ｏ）ｘＲ１７）ＳｉＯ３／２；
ＴＥ＝ＲＥＳｉＯ３／２；および
Ｑ＝ＳｉＯ４／２；
であり、ここでＲ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１８、Ｒ１９、Ｒ２０および
Ｒ２１はそれぞれ独立して１から６０個の炭素原子を持つ一価の炭化水素ラジカルの群よ
り選択され；
Ｒ１４はＨまたは１から６個の炭素原子のアルキル基であり；
Ｒ１５は１から６個の炭素の二価のアルキルラジカルであり；
Ｒ１６は、－Ｃ２Ｈ４Ｏ－、－Ｃ３Ｈ６Ｏ－および－Ｃ４Ｈ８Ｏ－からなる二価のラジカ
ルの群より選択され；
Ｒ１７は、Ｈ、１から６個の炭素の単官能性の炭化水素ラジカルもしくはアセチルであり
；
ＲＥは、独立して、オキシランもしくはオキセタン部分の一つもしくはそれ以上を含有す
る１から６０個の炭素原子を持つ一価の炭化水素ラジカルであり；
下付文字ｆはゼロもしくは正であり、下付文字ｆがゼロであるときｈが正である必要があ
るという制限に従い；
下付文字ｈはゼロもしくは正であり、ｈがゼロであるとき、下付文字ｆが正である必要が
あるという制限に従い、そして下付文字ｈ、ｌおよびｐの合計はは正であるという制限に
従い；
下付文字ｋはゼロもしくは正であり、そして約０から約１，０００の範囲の値を持ち；
下付文字ｌはゼロもしくは正であり、そして約０から約４００の範囲の値を持ち、下付文
字ｈ、ｌおよびｐの合計が正であるという制限に従い；
下付文字ｏはゼロもしくは正であり、そして０から約５０の範囲の値を持ち；
下付文字ｐはゼロもしくは正であり、そして０から約３０の範囲の値を持ち、下付文字ｈ
、ｌおよびｐの合計は正であるという制限に従い；
下付文字ｓはゼロもしくは正であり、そして０から約２０の範囲の値を持ち；
下付文字ｉはゼロもしくは正であり、そして０から約２０の範囲の値を持ち；
下付文字ｍはゼロもしくは正であり、そして０から約２００の範囲の値を持ち；
下付文字ｑはゼロもしくは正であり、そして０から約３０の範囲の値を持ち；
下付文字ｊはゼロもしくは正であり、そして０から約２の範囲の値を持ち；
下付文字ｎはゼロもしくは正であり、そして０から約２０の範囲の値を持ち；
下付文字ｒはゼロもしくは正であり、そして０から約３０の範囲の値を持ち；
下付文字ｔはゼロもしくは１であり；
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下付文字ｕはゼロもしくは１であり；
下付文字ｖはゼロもしくは正であり、０から約１００の範囲の値を持ち、（ｖ＋ｗ＋ｘ）
＞０という制限に従い；
下付文字ｗはゼロもしくは正であり、そして０から約１００の範囲の値を持ち、（ｖ＋ｗ
＋ｘ）＞０という制限に従い；
下付文字ｘはゼロもしくは正であり、そして０から約１００の範囲の値を持ち、（ｖ＋ｗ
＋ｘ）＞０という制限に従う〕
を持つシロキサンである、請求項２に記載の処理された布。
【請求項４】
　前記オキシランもしくはオキセタン化合物が、式：
Ｒ２２

ｙ（Ｒ２３）ｚ（Ｒ２４
α）（Ｒ２５）β

〔式中、Ｒ２２およびＲ２５は、独立して、オキシランもしくはオキセタン部分の一つも
しくはそれ以上を含有する３から１２個の炭素原子を持つ一価の炭化水素ラジカルであり
；
Ｒ２３およびＲ２４は、Ｈ、または１から１０００個の炭素の、直鎖のもしくは分岐の、
一価の炭化水素ラジカルからなる群よりそれぞれ選択され；
下付文字ｙ、ｚ、α、βはゼロもしくは正であり、ゼロから４の範囲であり、（ｙ＋β）
＞２という制限に従う〕
を持つ炭化水素である、請求項２に記載の処理された布。
【請求項５】
　前記オキシランもしくはオキセタン化合物が、式：
Ｒ２６Ｏ（Ｒ２７）γ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）δ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ε（Ｃ４Ｈ８Ｏ）ζＲ２８

〔式中、Ｒ２６およびＲ２８は、独立して、オキシランもしくはオキセタン部分の一つも
しくはそれ以上を含有する３から１２個の炭素原子を持つ一価の炭化水素ラジカルであり
；
Ｒ２７は、－Ｃ２Ｈ４Ｏ－、－Ｃ３Ｈ６Ｏ－および－Ｃ４Ｈ８Ｏ－からなる二価のラジカ
ルの群より選択され；
下付文字γはゼロもしくは１であり；
下付文字δはゼロもしくは正であり、そして０から約１００の範囲の値を持ち、（δ＋ε
＋ζ）＞０という制限に従い；
下付文字εはゼロもしくは正であり、そして０から約１００の値の範囲を持ち、（δ＋ε
＋ζ）＞０という制限に従い；
下付文字ζはゼロもしくは正であり、そして０から約１００の値の範囲を持ち、（δ＋ε
＋ζ）＞０という制限に従う〕
を持つポリエーテルである、請求項２に記載の処理された布。
【請求項６】
式：
Ｒ２９（Ｒ３０）κＳｉ（ＯＲ３１）３－η－θ（Ｒ３２）η（ＯＲ３３）θ

〔式中、Ｒ２９は、オキシランもしくはオキセタン部分の一つもしくはそれ以上を含有す
る３から１２個の炭素原子を持つ一価の炭化水素ラジカルであり；
Ｒ３０は、１から６０個の炭素からなる二価の炭化水素ラジカルであり、そして下付文字
κはゼロもしくは１の値を持ち；Ｒ３１およびＲ３２は、独立して、１から６０個の炭素
原子を持つ、一価の、直鎖もしくは分岐の炭化水素ラジカルの群より選択され；
下付文字ηはゼロもしくは正であり、そして０から３の範囲の値を持ち；
下付文字θは０よりも大きく、そして３より小さいかもしくは３と等しく、３－η－θは
ゼロより大きいかもしくはゼロと等しいという条件に従い；
Ｒ３３は３から２００個の炭素原子を含有する炭化水素ラジカルである〕
を持つ化合物の反応産物をさらに含有する請求項１から５のいずれか１項に記載の処理さ
れた布。
【請求項７】
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Ｒ１が１から１０個の炭素原子を持ち；
Ｒ２が１から１０個の炭素原子を持ち；
Ｒ４が３から１０個の炭素原子を持ち；
Ｒ３、Ｒ６、Ｒ７およびＲ８はそれぞれ独立して１から２０個の炭素原子を持ち；
下付文字ａが１から３の範囲であり；
下付文字ｂが０から２５以上の範囲であり；
下付文字ｃが０から３の範囲であり；
Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１８、Ｒ１９、Ｒ２０およびＲ２１がそれぞ
れ独立して１から４個の炭素原子を持ち；
下付文字ｆ、ｌ、ｍ、ｎ、ｏ、ｐ、ｑ、ｒのそれぞれが独立して０から２００の範囲であ
り；
下付文字ｋが０～５００の範囲であり；
下付文字ｖ、ｗおよびｘがそれぞれ独立して０から５０の範囲である、請求項３に記載の
処理された布。
【請求項８】
Ｒ１が１から１０個の炭素原子を持ち；
Ｒ２が１から１０個の炭素原子を持ち；
Ｒ４が３から１０個の炭素原子を持ち；
Ｒ３、Ｒ６、Ｒ７およびＲ８はそれぞれ独立して１から１２個の炭素原子を持ち；
下付文字ａが１から３の範囲であり；
下付文字ｂが０から２５以上の範囲であり；
下付文字ｃが０から３の範囲であり；
Ｒ２３およびＲ２４がそれぞれ独立して５から１０００個の炭素原子を持つ、請求項４に
記載の処理された布。
【請求項９】
Ｒ１が１から１０個の炭素原子を持ち；
Ｒ２が１から１０個の炭素原子を持ち；
Ｒ４が３から１０個の炭素原子を持ち；
Ｒ３、Ｒ６、Ｒ７およびＲ８はそれぞれ独立して１から１２個の炭素原子を持ち；
下付文字ａが１から３の範囲であり；
下付文字ｂが０から２５以上の範囲であり；
下付文字ｃが０から３の範囲であり；
下付文字δ、ε、ζがそれぞれ独立して０から５０の範囲である、請求項５に記載の処理
された布。
【請求項１０】
Ｒ３１およびＲ３２がそれぞれ独立して１から１０個の炭素原子を持ち；そして
Ｒ３３が３から１００個の炭素原子を持つ、請求項７から１０のいずれか一項による、請
求項６に記載の処理された布。
【請求項１１】
Ｒ１が１から５個の炭素原子を持ち；
Ｒ２が２から８個の炭素原子を持ち；
Ｒ４が３から８個の炭素原子を持ち；
Ｒ３、Ｒ６、Ｒ７およびＲ８はそれぞれ独立して１から１５個の炭素原子を持ち；
下付文字ａが２から３の範囲であり；
下付文字ｂが０から１５以上の範囲であり；
下付文字ｃが０から２の範囲であり；
Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１８、Ｒ１９、Ｒ２０およびＲ２１がそれぞ
れ独立して１から３個の炭素原子を持ち；
下付文字ｆ、ｌ、ｍ、ｎ、ｏ、ｐ、ｑ、ｒのそれぞれが独立して０から１００の範囲であ
り；
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下付文字ｋが５～２５０の範囲であり；
下付文字ｖ、ｗおよびｘがそれぞれ独立して０から３５の範囲である、請求項３に記載の
処理された布。
【請求項１２】
Ｒ１が１から５個の炭素原子を持ち；
Ｒ２が１から８個の炭素原子を持ち；
Ｒ４が３から８個の炭素原子を持ち；
Ｒ３、Ｒ６、Ｒ７およびＲ８はそれぞれ独立して１から１５個の炭素原子を持ち；
下付文字ａが２から３の範囲であり；
下付文字ｂが０から１５以上の範囲であり；
下付文字ｃが０から２の範囲であり；
Ｒ２３およびＲ２４がそれぞれ独立して１０から５００個の炭素原子を持つ、請求項４に
記載の処理された布。
【請求項１３】
Ｒ１が１から５個の炭素原子を持ち；
Ｒ２が２から８個の炭素原子を持ち；
Ｒ４が３から８個の炭素原子を持ち；
Ｒ３、Ｒ６、Ｒ７およびＲ８はそれぞれ独立して１から１５個の炭素原子を持ち；
下付文字ａが２から３の範囲であり；
下付文字ｂが０から１５以上の範囲であり；
下付文字ｃが０から２の範囲であり；
下付文字δ、ε、ζがそれぞれ独立して０から５０の範囲である、請求項５に記載の処理
された布。
【請求項１４】
Ｒ３１およびＲ３２がそれぞれ独立して１から８個の炭素原子を持ち；そして
Ｒ３３が３から５０個の炭素原子を持つ、請求項１１から１３のいずれか一項による、請
求項６に記載の処理された布。
【請求項１５】
Ｒ１が水素であり；
Ｒ２が２から５個の炭素原子を持ち；
Ｒ４が３から５個の炭素原子を持ち；
Ｒ３、Ｒ６、Ｒ７およびＲ８はそれぞれ独立して２から８個の炭素原子を持ち；
下付文字ａが０もしくは１であり；
下付文字ｂが３であり；
下付文字ｃが０もしくは１であり；
Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１８、Ｒ１９、Ｒ２０およびＲ２１がそれぞ
れ独立してメチルであり；
下付文字ｆ、ｌ、ｍ、ｎ、ｏ、ｐ、ｑ、ｒのそれぞれが独立して０から５０の範囲であり
；
下付文字ｋが５～１５０の範囲であり；
下付文字ｖ、ｗおよびｘがそれぞれ独立して０から２５の範囲である、請求項３に記載の
処理された布。
【請求項１６】
Ｒ１が水素であり；
Ｒ２が２から５個の炭素原子を持ち；
Ｒ４が３から５個の炭素原子を持ち；
Ｒ３、Ｒ６、Ｒ７およびＲ８はそれぞれ独立して２から８個の炭素原子を持ち；
下付文字ａが０もしくは１であり；
下付文字ｂが３であり；
下付文字ｃが０もしくは１であり；そして
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Ｒ２３およびＲ２４がそれぞれ独立して１０から３００個の炭素原子を持つ、請求項４に
記載の処理された布。
【請求項１７】
Ｒ１が水素であり；
Ｒ２が２から５個の炭素原子を持ち；
Ｒ４が３から５個の炭素原子を持ち；
Ｒ３、Ｒ６、Ｒ７およびＲ８はそれぞれ独立して２から８個の炭素原子を持ち；
下付文字ａが０もしくは１であり；
下付文字ｂが３であり；
下付文字ｃが０もしくは１であり；そして
下付文字δ、ε、ζがそれぞれ独立して０から１５の範囲である、請求項５に記載の処理
された布。
【請求項１８】
Ｒ３１およびＲ３２がそれぞれ独立して１から４個の炭素原子を持ち；そして
Ｒ３３が３から１０個の炭素原子を持つ、請求項１５から１７のいずれか一項による、請
求項６に記載の処理された布。
【請求項１９】
　組成物が、不連続相が水を含有してエマルションが組成物を含有する水性エマルション
の形態である、請求項１から１８のいずれか一項に記載の処理された布。
【請求項２０】
　組成物が、連続相が水を含有してエマルションが組成物を含有する水性エマルションの
形態である、請求項１から１８のいずれか一項に記載の処理された布。
【請求項２１】
　組成物が、不連続相が非水性ヒドロキシ有機溶媒を含有してエマルションが組成物を含
有する非水性エマルションの形態である、請求項１から１８のいずれか一項に記載の処理
された布。
【請求項２２】
　組成物が、連続相が非水性ヒドロキシ有機溶媒を含有し、そしてエマルションが組成物
を含有する非水性エマルションの形態である、請求項１から１８のいずれか一項に記載の
処理された布。
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